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道

審

昨
一、
実家倒産で突然の逆境

私
が
生
ま
れ
育
っ

た
の
は、

信
州
松
本
の
街
中
で
あ
る。

今
は

「
蔵
の
あ
る
町
」

と
し
て
旧
城
下
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ

て
い
る
市
の
中
心、

中
町
二
丁
目
の
商
家
（
薬
局）

で
あ
っ

た。

一

O
数
代
も
続
く
中
嶋
家
の
い
わ
ゆ
る
本
家
で
も
あ
り、

元
来
は

松
本
藩
の
御
用
鍛
冶
（
大
名
の
刀
工）

で、

今
で
も
祖
先
が
造
っ

た
日
本
万
と
「
御
用」

と
哲
か
れ
た
看
板
が
残
っ

て
い
る
。

母
方
の
祖
先
は
総
本
藩
士
で
あ
っ

た
が
、

閉
じ
街
中
の

商
家

（
時
計
屋）

に
な
っ

て
い
た
。

家
の
裏
に
は
市
中
を
二
分
す
る
女

鳥
羽
（
め
と
ぱ）

川
が
流
れ、

東
に
は
美
ケ
原
高
原
が
山
並
み
を

成
し、

西
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の・
崩
々
が
そ
び
え
て
い
た。

松
本
は、

私
の
両
親
も
そ
こ
に
学
ん
だ、

日
本
最
古
の
小
学
校

と
し
て
知
ら
れ
る
開
智
学
校
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

教
育
熱
心

で
文
化
的
な
香
り
の
高
い
都
市
で
あ
っ

た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
で

標

中
嶋
嶺
雄

｜ 

手
広
く
営
業
し
て
い
た
薬
局
の
一

人
息
子
だ
っ

た
私
は、

何
不
自

由
な
く
幼
少
期
を
過
ご
し
て
い
た
と
い
え
よ
う。

三
年
間
通
っ

た
市
立
松
本
幼
稚
園、

美
ケ

原
か
ら
流
れ
る
薄

（
す
す
き）

川
の
畔
の
源
地
国
民
学
校
（
三
年
生
で
終
戦
と
な
り、

小
学
校
に
な
っ

た
）、

新
制
の
市
立
清
水
中
学
校
と
育
っ

て
き
た

の
だ
が、

い
ず
れ
も
よ
い
教
師
に
恵
ま
れ、

い
つ
も
ク
ラ
ス
を
代

表
す
る
存
在
と
し
て
の
場
も
与
え
ら
れ
て
い
た。

松
本
市
は
戦
災
を
免
れ
た
が、

戦
争
末
期
に
は
市
内
か
ら
安
曇

野
の
田
舎
（
梓
川
村）

に
疎
開
し、

玉
音
放
送
は
そ
こ
で
聴
い
た。

子
供
心
に
と
て
も
悲
し
く
な
り、

声
を
出
し
て
泣
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

私
た
ち
は
典
型
的
な
「
盤
塗
り
世
代」
（
教
科
曹
の

そ
れ
ま
で
の
戦
争
を
鼓
吹
し
て
い
た
部
分
を
教
室
で
墨
で
塗
り
つ

ぶ
し
て
使
用
し
た
世
代）

で、

こ
う
し
て
幼
少
期
に
価
値
の
大
転

換
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た。

と
は
い
え、

個
人
的
に
は
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ

た
り、

絵
画
が
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県
展に
連
続
入
選
し
た
り、
陸
上
競
技で
は
中
学
生の
県
記
録を

作っ
た
り
と
恵
ま
れ
た
幼
少
期を
過ご
し
て
い
た
私
が、
も
う
学

校に
も
行
け
な
く
な
る
か
と
思
わ
れ
た
不
幸に
突
知
襲
わ
れ、
辛

い
逆
境に
陥っ
た
の
は、
希
望
に
満ち
て
入
学し
た
松
本
深
志
高

校の一
年
生
の
と
き
で
あっ
た。
今
日
風に
い
え
ば、
我
が
家
が

倒
産
し
た
の
で
あ
る。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
八
月
七
日）

ニ、

良
い
教
育
者
と
出
会
う

松
本で
育っ
た
私
が
今
振
り
返っ
て
み
て
つ
くづ
く
感
じ
る
こ

と
の一
つ
は、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で、
本
当に
よ
い
教
師、
よ

い
教
育
者に
出
会っ
た
こ
と
で
あっ
た。
の
ち
に
自
ら
大
学の
教

祖に
立
ち、
ま
た
永
く
大
学
行
政を
担う
よ
う
に
なっ
て
か
ら
は、

東
京の
大
学
人
に
比べ
た
ら、
信
濃
教
育
会
傘
下の
信
州の
教
員

の
方
が、
は
る
か
に
立
派な
教
育
者で
は
ない
か
と
い
う
思い
を

一
層
強
く
し
た。
と
こ
ろ
が
近
ご
ろ
は、
「
教
育の
信
州」
が
か

な
り
地
盤
沈
下
し
て
い
る
よ
う
で、
残
念
で
な
ら
ない。

私の
幼
少
期を
振
り
返
る
と、
一
二
O
年
近い
歴
史
を
も
っ
市

立
松
本
幼
稚
園の
園
長
は、
郷
土
史
学
者と
し
て
も
著
名
な一
志

茂
樹
先
生
だっ
た。
当
時一
番お
若かっ
た
担
任の
杉
浦
良
美
先

生
は
今
も
ご
健
在だ
が、
寒い
冬の
日
に
私た
ち
園
児
をコ
I
ト

の
な
か
に
包ん
で
く
れ
た
ぬ
く
も
り
が
忘
れ
ら
れ
ない。

今
年
が
創
立一
O
O
周
年の
源
地
国
民
学
校
（
小
学
校）
は、

町の
外
れ
の
薄
川の
畔に
あっ
た
の
で、
学
区で一
番
遠
く
か
ら

通っ
た。
近
くサ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
の
オペ
ラ
の
た
め
に、
こ
け
ら

落
と
し
を
す
る
巨
大
な
市
民
芸
術
館の
場
所は
深
志
公
園
といっ

て、
よ
く
野
球を
やっ
た
広
場
や
庭
園
風の
池
が
あっ
た
が、
そ

の
あ
た
り
を
通っ
て
行っ
た。
教
育
勅
語
が
納め
ら
れ
て
い
た
奉

安
殿に一
礼
し
て
学
校に
入
る
緊
張
感
が
懐
か
しい。

三
年
生
で
終
戦
と
な
り、
復
員
し
て
来ら
れ
た
四
年
生の
と
き

の
金
井
庄
平
先
生
は、
「
民
主
日
本」
の
建
設
に
情
熱
を
注
が
れ

た
が、
あ
る
事
情
で
教
頭の
伴
良
次
先
生
が
担
任に
なっ
た。
薄

川
で
鉱
物
採
集の
石を
拾っ
た
り、
美ケ
原で
高
山
植
物の
標
本

を
作っ
た
り
と、
野
外
教
室
が
素
晴
ら
し
かっ
た。

そん
な
あ
る
日、
小
学
校の
校庭
をジ
l
プ
が
勢い
よ
く
横切っ

て
視
察に
来た。
米
進
駐
軍の
教
育
担
当
将
校で
確か
名
前
は
ウ

ィ
リ
ア
ム・
ケ
リ
l
と
いっ
た
が、
生
徒と
の
懇
談
が
あっ
て
ア

メ
リ
カ
の
小
学
校につ
い
て
私が
質
問
す
る
と、
通
訳
を
介し
て

丁
寧に
説
明し
て
く
れ
た。
だ
が、
彼は
教
車に
腰
掛
け
た
ま
ま、

軍
靴
を
生
徒の
机の
上
に
投
げ
出し
て
答え
て
い
た
の
で
あ
る。

そ
の
姿
に、
「
日
本
は
戦
争に
負
け
た
の
だ」
と
強
く
思っ
た
こ

と
を
覚え
て
い
る。（『

日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
八
月一
四
日）
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、

上
高
地
描
き
山
の
と
り
こ
に

戦
後、
義
務
教
育の
場と
し
て
の
新
制
中
学
校が
ス
タ
ー
ト
し



た。
三
年
目に
入
学し
た
松
本
市
立
清
水
中
学
校は、
私に
とっ

て
思
う
存
分に
少
年
期の
青
春
を
燃
や
し
た
場
所で
あっ
た。

一
年
生
の
担
任は
慶
応の
仏
文
で
豊
島
輿
志
雄の
教え
を
受
け

た
と
い
う
国
語の
土
谷
繁
富
先
生
で、
『
校
報』
や
生
徒
会
誌

『
窓』
の
編
集
委
員
と
し
て
薫
陶
さ
れ
た。
卒
業
ま
で
の
二
年
間

は、
文
部
省
教
科
書
『
民
主
主
義』
（
上
下）
を
テ
キ
ス
ト
に
し

た
社
会
科の
嶋
田
正
次
先
生
が
担
任
で、
徹
底
し
た
生
徒
会
活
動

を
指
導し
て
く
だ
さ
れ、
ク
リ
ス
チャ
ン
と
し
て
は
「
心の
奥の

奥の
そ
の
ま
た
奥の
良
心」
をい
つ
も
説い
て
い
た。

当
時の

松杢巾に
は
市立の
新
制
中
学
校が
五
校あ
り、
ス
ポ
ー

ツ
で
は
浅
間
温
泉に
近い
県
営
競
技
場で
の
五
校
競
技
会、
音
楽

で
は
松
商
学
園
講
堂
で
の
五
校
音
楽
会
が
毎
年
催
さ
れ
て、
全
市

の
中
学
生
に
とっ
て一
大イベ
ン
ト
で
あっ
た。
ク
ラブ
活
動
は

こ
の
二
つ
の
行
事
と
生
徒
会
主
催の
秋の
文
化
祭に
集
中し
て
い

た。五
校
音
楽
会で
は
私が
女
子コ
ー
ラ
ス
の
指
揮
者に
選
ば
れ
た

り、
バ
ッ
ハ
の
コ一
つ
のバ
イ
オ
リン
の
た
め
の
協
奏
曲」
を
同

窓
生
と
合
奏
し
た
り、
ま
た
「
終
戦
直
後」
と
題
し
た
私の
ク
ラ

ス
の
仮
装
行
列
が
人
気だっ
た
文
化
祭を
取
り
仕
切っ
た
り
と、

こ
れ
ら
の
行
事の
い
わ
ば
主
役と
なっ
た。

特に
私が
短
距
離
選
手
権
兼キ
ャ
プ
テ
ン
を
務め
た
陸
上
競
技

は、
清
水
中
学が
圧
倒
的に
強
く、
県の
総
合
体
育
会で
も
四
0

0メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
な
ど
に
優
勝
し
た。
毎日
暗
く
な
る
ま
で
練

習
し
た
が、
そ
ん
な
あ
る
日
の
夕
刻、
女
鳥
羽
川
畔の
市
役
所
前

ま
で
来る
と、
新
聞の
「
号
外」
が
鳴
り
物
入
り
で
配
ら
れ
て
い

て、
朝
鮮
動
乱の
ぼっ
発を
知
ら
さ
れ
た。

子
供の
こ
ろ
か
ら
絵
も
得
意
で、
山
岳
画
家の
古
市
幸
利
先
生

や
水
彩
画
家の
白
山
卓
吉
先
生
に
習っ
て、
中
信
美
術
展
や
長
野

県
展に
入
選
し
た
の
も
中
学
生の
こ
ろ
だっ
た。
三
年
生の
と
き

に、
晩
秋の
上
高
地へ
独
り
で
行っ
て
イ
ー
ゼル
を
立
て
て
穂
高

連
峰
を
描い
て
い
る
と、
『
信
濃
毎
日
新
聞』
の
記
者が
写
真
入

り
で
記
事に
し
て
く
れ
た。
山に
魅せ
ら
れ、
高
校、
大
学と
山

岳
部に
籍を
置
く
よ
う
に
なっ
た
原
点は
こ
の
と
き
で
あっ
た。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
八
月二一
日）

四、

多
く
の
文
化
人
が
松
本
に
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松
本が
文
化の
香
り
高い
都
市
だっ
た
と
い
う
の
は、
町の
文

化
人の
尽
力
で
松本
音
楽
院が
終
戦の
翌
年に
設立
さ
れ
た
り、

旧
制
松
本
高
校が
あっ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
だ
け
で
は
ない。

戦
時
中の
疎
開
と
い
うこ
と
も
あっ
た
が、
著
名
な
文
化
人
が

大
勢
松
本
周
辺に
来て
い
た。
薄
川
上
流の
温
泉・
霞
山
荘に
は

陶
芸
家のバ
ー
ナ
ー
ド・
リ
l
チ
が
よ
く
来て
い
た
し、
浅
間
温

泉に
は
洋
画
界の
重
鎮・
石
井
柏
亭が
逗
留
（と
う
りゅ
う）
し

て
い
た。
石
井
画
伯の
寄
宿
先
「せ
ん
き
の
湯」
は一
般の
湯
客

は
と
ら
な
かっ
た
が、
わ
が
家は
よ
く
使わ
せ
て
も
らっ
た
の
で、

立
派
な
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
柏
亭
先
生
と
は
子
供の
こ
ろ
か
ら
湯

船
で
よ
く
ご一
緒し
た。



恐
れ
多
くて
話は
で
き
な
かっ
た
が、
中
学一
年の
と
き
中
信

美
術
展に
初
入
選
し
た
「
夜の
書
棚」
と
題
す
る
こ
O
号の
水
彩

画
を
展
覧
会
場で
褒め
て
い
た
だ
い
た
喜
び
は
忘
れ
が
た
い。
柏

亭
先
生
の
お
嬢
様の
画
家・
田
坂
ゆ
た
か
さ
ん
と
は
今
も
時々
お

会い
し
て
い
る。
北ア
ル
プ
ス
山
ろ
くの
烏
川
村
（
当
時）
が
生

ん
だ
夫
折
（
ょ
う
せ
つ）
の
日
本
画
家・
山
口
蒼
輪
先
生
や
贋

（
が
ん）
作
論
争
で
有
名に
なっ
た
洋
画
家・
滝
川
太
郎
先
生
も

よ
く
わ
が
家に
立
ち
寄
ら
れ
た。

私の
父
（
高
雄）
は、
俳
号
を
晴
陽と
い
い、
異
色の
女
流
俳

人・
鈴
木
し
づ
子を
生ん
だ
松
村
巨
減
主
宰の
俳
誌
『
樹
海』
の

最
高
同
人
で
あっ
た。
わ
が
家が
『
樹
海』
の
前
身
『
清
淳
集』

の
編
集
発
行
所
や
中
信
俳
句
作
家ク
ラ
プ
の
事
務
所に
なっ
て
い

た
こ
と
も
あっ
て、
東
京か
ら
巨
淑
先
生
や
長
野か
ら
『
科
野』

主
宰の
栗
生
純
生
先
生、
現
在
「
りん
ど
う」
主
宰の
地
元の
藤

岡
筑
郁
先
生
ら
の
俳
人
や
文
化
人
が
多
く
出
入
り
し
て
い
た。
そ

ん
な
こ
と
か
ら
若
山
牧
水
夫
人の
若
山
喜
志
子
先
生
も
よ
く
来
ら

れ
た。
私のバ
イ
オ
リン
を
聴い
て
く
だ
さっ
た
と
き
の
白
髪の

高
貴な
姿が
印
象
深い。

同
じ
町
内
の
中町
に
は
彫
刻
家の
太
田
南
海、
書
道の
良
野
竹

堂、
民
芸の
丸
山
太
郎の
諸
先
生
も
住ん
で
お
ら
れ、
子
供の
こ

ろ
か
らい
ろい
ろ
教え
ら
れ
た。
中
町か
ら
は
駐
西
独
大
使
を
務

め
た
吉
野
文
六
氏が
出て
お
り、
わ
が
家の
二
軒お
い
て
隣の
お

兄
さ
ん
が
上
智
大
学名
誉
教
授
（
外
交
史）
の
三
輪
公
忠
氏で
あっ

た。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
八
月
二
八
日）

玉、

バ
イ
オ
リ
ン
で
厳
し
い
練
習

今
日、
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
と
し
て
全
世
界に
広
が
る
幼
児
音

楽
教
育
運
動
は、
鈴
木
鎖一
先
生の
松
本
音
楽
院が
源
流で
あ
る。

松
本
音
楽
院は
や
が
て
才
能
教
育
研
究
会
と
な
り、
こ
の
三
月
末

に
は
天
皇・
皇
后
両
陛
下そ
し
て
高
円
宮
妃
殿
下ご
臨
席の
も
と、

三
0
0
0
人の
子
供た
ち
か
ら
成る
第五
O回グ
ラン
ドコ
ン
サ
ー

ト
を
東
京の
武
道
館で
開
催
し
た。

私は
大
会
委
員
長だっ
た
の
で
子ど
も
た
ち
と一
緒に
合
奏
し

た
が、
こ
の
八
月
中
旬に
は
台
北で
ア
ジ
ア
大
会
が
あ
り、
バ
イ

オ
リン
持
参で
の
記
念
講
演に
招か
れ
た。
音
楽
通の
曾
文
恵・

前
総
統
夫
人
が
名
誉
会
長だっ
た。

当
初の
松
本
音
楽
院に
は、
バ
イ
オ
リン
の
ほ
か
声
楽
（
主
任

は
副
院
長の
森
民
樹
先
生）、
ピ
ア
ノ
（
主
任は
鈴
木
静
子
先
生）

が
あ
り、
下
横
田
町の
粗
末な
木
造二
階
建て
を
借
りた
もの
だっ

た。
し
か
し、
そ
の
中
身は
大
変な
もの
で、
す
で
に
名声の
あっ

た
豊
田
耕
児
さ
ん
が
フ
ラン
ク
のバ
イ
オ
リン・
ソ
ナ
タ
で
鈴
木

先
生の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
た
光
景な
ど
は、
時
代が
ま
だ
終

戦
直
後だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と、
実に
か
け
が
え
の
ない
芸

術
活
動
で
あっ
た。

そ
の
松
本
音
楽
院の
鈴
木
鎮一
ク
ラ
ス
に
母
（
綾
子）
に
連
れ

ら
れ
て
私が
入っ
た
の
は、
街
角に
雪が
残
る一
九
四
七
年
（
昭
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和二
二
年）
一
月で
あっ
た。
満
十
歳
だっ
た
か
ら、
「
ど
の
子

も
育つ、
育
て
方
ひ
とつ」
と
い
う
対
象
年
齢
か
ら
は
み
だ
し
て

い
て、
上
達
も
遅
かっ
た
が、
「
耕
ちゃ
ん」
（
豊
田
氏）
の
よ
う

な
天
才
が
近
く
に
い
た
の
で、
音
楽の
道
に
進
む
こ
と
な
ど
は、

当
初
か
ら
考
え
な
かっ
た。

し
か
しバ
イ
オ
リン
を
習っ
た
こ
と
は
人
生
の
大
き
な
財
産
で

あ
り、
今
で
も
し
ば
し
ば
仲
間と
合
奏
し
た
り、
わ
が
家
で
カル

テッ
ト
を
し
た
り、
東
京
外
大の
新キャ
ンパ
ス・
オ
ー
プニ
ン

グ
式
典で
プ
ラ
lム
ス
の
大
学
祝

典序曲をコ
ン
サ
ー
トマ
ス
タ
ー

と
し
て
弾か
せ
て
も
らっ
た
り
と、
多
忙
な
日
常を
癒
す
最
大の

糧に
なっ
て
い
る。

先
年
満
九
九
歳で
他
界
さ
れ
た
鈴
木
先
生
は
そ
の
意
味で
生
涯

の
恩
師
で
あ
り、
近
く
で
接
し
た
先
生
の
実
生
活
や
私
個
人へ
の

教
育
と
い
う
点で
は、
巨
大
な
反
面
教
師で
も
あっ
た。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
九
月
四
日）

六、

不
渡
り
で
世
の
裏
表
知
る

わ
が
家に
突
然
起こっ
た
悲
劇は、
深
志
高
校一
年の
時で
あっ

た。
中
島
薬
局
は
市
内
で一、
二
を
競
う
規
模で
繁
盛
し
て
い
た

の
に、
あ
る
日、
手
形が
不
渡
り
に
なっ
た
と
いっ
て、
父
は
店

を
閉め
て
し
まっ
た
の
で
あ
る。

「
中
島
薬
局がつ
ぶ
れ
た」
と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
る
な
か、

そ
れ
か
ら
は
親
戚
（せ
き）
会
議
を
開い
た
り、
問
屋
や
銀
行が

出
入
り
し
た
り
の
大
混
乱
で
あっ
た。
親
戚
筋に
金
融
業
者が
い

て
頼っ
た
と
こ
ろ
弱み
に
付け
込
ま
れ
て
ひ
どい
目に
あっ
た
り、

親
戚の
紹
介で
事
件
屋
風が
力に
なっ
て
く
れ
る
と
い
うの
で
頼

ん
だ
ら、
金
融
業
者と
連
携し
て
わ
が
家の
財
産
を
狙っ
た
り
と

いっ
た
具
合
で
あっ
た。

そ
ん
な
混
乱の
な
か、
気
弱な
父
は
寝
込
ん
で
し
ま
い、
店
員

も
四
散
す
る
な
ど、
母
と
長
男
で一
人っ
子の
私し
か
周
囲に
い

な
く
なっ
て
し
まっ
た。
ご
近
所
や
遠い
親
威、
そ
れ
に
薬
品
問

屋の
社
長
さ
ん
な
ど、
温
か
い
手
を
差
し
伸べ
て
く
だ
さ
る
方
も

あっ
た
が、
散々
わ
が
家で
お
世
話し
た
の
に
急
に
冷
た
く
なっ

た
人
た
ち
もい
て、
世の
中の
表と
裏を
痛い
ほ
ど
知’り
さ
れ
た。

中
島
薬
局は
大
正
製
薬の
信
越
総
代
理
店だっ
た
の
で、
な
ん

と
か
支
援し
て
も
ら
え
ない
もの
か
と、
私
自
身が
単
身
汽
車で

上
京し
て
出
張
員
宅
に一
晩
泊め
て
も
ら
い、
翌
日
の
本
社の
返

事を
期
待し
た
の
だ
が、
や
は
り
無
理
だっ
た。
そ
の
と
きの
八

王
子
郊
外
思
方
村の
夕日
が
忘
れ
ら
れ
ない。

結
局、
一
一
月の
文
化の
日
の
夜
更
け
に
父
母と
私の
親
子
三

人
で、
土
蔵が
二
つ
も
あっ
た
家
屋
敷を
は
じ
め、
私が
北ア
ル

プ
ス
山
ろ
く
の
集
落、
島々
宿
（し
ま
し
ま
しゅ
く）
ま
で
約二

0
キロ
を
寒
風に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
自
転
車で
薬を
売
り
に
行っ

た
ア
ルバ
イ
ト
代で
手に
入
れ
た
電
蓄
や、
父
が
集め
た
橋
本
明

治
画
伯の
働
け
紬
な
ど、
財
産
を
すべ
て
無
く
し
て
裏
木
戸
か
ら

生
家を
去っ
た
の
で
あ
る。
債
権
者
会
議で
は
「
ど
う
か
学
校に

だ
け
は
行か
せ
て
く
だ
さ
い」
と
私が
頭
を
下
げ
た。
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な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
なっ
た
の
か。
中
嶋
家の
家
系に
は、
獅

子
文
六
の
小
説
『
大
番』
に
登
場
す
る
兜
町で
切
腹
し
た
大
相
場

師・
中
嶋
豊
次
郎
と
い
う
人
物
が
い
る
が、
父
も
株で
大
損を
し

た
の
で
あ
る。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
九
月一
一
日）

七、
高
校
で
仏
文
化
に
親
し
む

わ
が
家の
混
乱
が
収
ま
る
と、
四ヵ
月ぶ
り
に
復
学し
た
が、

学
業の
遅
れ
も
あっ
て、
い
さ
さ
か
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り、
ま
た
同

級
生
と
の
再
会
がつ
ら
かっ
た。

し
か
し、
わ
が
家が
逆
境に
落
ち
込ん
だ
が
ゆ
え
に、
私の
進

路
は
理
系
か
ら
文
系へ
と
明
確
に
転
換し、
社
会の
在
り
方に
批

判
的
な
高
校
生
に
なっ
て
い
た。
家の
不
幸が
な
け
れ
ば、
私
は

郷
里
で
医
師か
薬
剤
師に
なっ
て
い
た
か
も
し
れ
ない。

近
く
創
立一
三
O
周
年を
迎
え
る
松
本
深
志
高
校
は、
旧
制
松

本
中
学
以
来の
自
治
を
受
け
継
ぎ、
城
山
に
近い
丘の
上に
ア
カ

デ
ミッ
ク
な
レ
ン
ガ
造
り
の
校
舎
を
誇っ
て
い
た。

岡
田
甫
校
長
は
旧
制
広
島
高
校の
教
師
と
し
て
体
験し
た
原
爆

の
悲
劇
を、
ヒュ
ーマニ
ズム
の
見
地
か
ら
全
校
生
に
向かっ
て

淳々
と
語
ら
れ
た。
二
年
次
担
任の
小
松
孝
志
先
生
は
後に
長
野

県
教
育
長に
も
な
ら
れ
た
が、
私
が
最
も
得
意
な
科
目で
成
績
も

トッ
プ
で
あっ
た
世
界
史が
専
円で
あ
り、
三
年
次
担
任の一
般

社
会
担
当の
平
沢
武
男
先
生
は、
「
真
理
は
平
凡
な
り」
が
モ
ッ

ト
l
で、
気
さ
く
に
生
徒の
悩
み
を
聞い
て
下さっ
た。

特に
私が
影響を
受
けた
の
は
二
年次か
ら
正
課と
し
て
始まっ

た
フ
ラン
ス
語の
並
木
康
彦
先
生
（
後に
中
大
教
授）
で
あ
る。

ベ
レ
l
帽
姿の
ダン
ディ
ズム
に
加え
て
実に
型
破
りの
教
師で、

浅
間
温
泉の
下
宿
を
訪れ
て
は
徹
夜
で
人
生
論
を
話し
込ん
だ。

東
大
仏
文の
渡
辺一
夫
教
授の
ま
な
弟
子だっ
た
の
で、
私
た
ち

は
夏
休
み
に
渡
辺
先
生
か
らそ
lパ
ッ
サ
ン
の
短
編
「
首
飾
り」

の
講
読
を
受
け
る
と
い
う
特
権に
も
預かっ
た。

今は
俳
人
と
し
て
も
著
名な
藤
岡
筑
都
先
生
に
は
古
文
を
習っ

た
が、
映
画
評
論に
た
け
て
お
ら
れ、
名
画
を
よ
く
鑑
賞し
た。

後
に
「
邪
馬
台
国
論
争」
で一
躍
著
名に
なっ
た
国
語の
古
田
武

彦
先
生
は、
自
説
を
述べ
て
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ない
熱
血
漢

で
あっ
た。

深
志
高
校で
は
山
岳
部
員
で
も
あっ
た
が、
フ
ラン
ス
語
と
フ

ラン
ス
文
化を
学ぶ
「ゴ
lロ
ア
協
会」
を
私
が
中
心
で
立
ち
上

げ、
深
夜
ま
で
キャ
ン
プ
ファ
イ
ヤ
l
が
尽
き
ない
秋の
と
ん
ぼ

祭
（
文
化
祭）
に
は、
冊
子
『シ
ャ
ン
ソ
ン』
を
発
行し
て
ラン

ボ
l
の
詩
や
「
自
由
を
我
ら
に」
の
歌
を
楽しん
だ。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
九
月一
八
日）
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八、
珍
し
かっ
た
中
国
科
志
望

松
本
深
志
高
校は
県
下
随一
の
進
学
校で
あっ
た
が、
生
徒
は

秋の
と
ん
ぼ
祭が
終
わ
る
ま
で
あ
ま
り
受
験を
気に
せ
ず、
浪
人



も
よ
い
人
生
体
験だ
と
いっ
た
気
風が
強かっ
た。
私
も一
浪
組

だ
が、
予
備
校な
ど
と
は
全
く
無
縁
で
あっ
た。

浪
人
生
の
と
き
の
思い
出
は、
夏に
フ
ラ
ン
ス
語
仲
間の
山
根

二
郎
君と
西
村
俊
彦
君
を
誘っ
て
テ
ン
ト
を
担
ぎ、
ま
だ
ほ
と
ん

ど
人の
入っ
て
い
ない
北ア
ル
プ
ス
黒
部
源
流の
雲の
平へ
行っ

た
こ
と
で
あ
る。
山
根
君は
後に
東
大
紛
争の
全
共
闘
側の
弁
護

士
と
し
て
勇
名
を
は
せ
る
が、
当
時
か
ら
けん
か
早
く、
折
角
三

人
で
大
縦
走
し
て
き
た
の
に、
烏
帽
子
岳の
頂
上
で
さ
さ
い
な
こ

と
か
ら
私と
大
口
論
と
な
り、
二
人
し
て
岩
場か
ら
転
落
す
る
と

こ
ろ
だっ
た。

白
状
す
る
と、
こ
の
山
行に
は
私の
秘め
事が
隠
さ
れ
て
い
た。

中
学の
と
き
か
ら
あ
る
女
性
に
恋
し
た
の
だ
が、
失
恋
な
の
か
と

思い
込
み、
ス
タ
ン
ダ
l
ル
の
『
恋
愛
論』
を
読
み、
彼
女
の
た

め
に
作
曲
し
た
メ
ヌ
エ
ッ
ト
入
り
の
ノ
l
ト
を
必
死
に
なっ
て
書

い
て
彼
女に
読ん
で
も
らっ
た。
そ
の
問、
独
り
で
西
穂
高
岳に

登っ
て
も
傷
心
癒
さ
れ
ず、
再び
親
友を
山に
誘っ
た
の
で
あ
る。

そ
ん
な
次
第で
あっ
た
が、
や
は
り
受
験が
近づ
く
と
猛
勉
強

を
始め
た。
フ
ラ
ン
ス
語
をい
か
し
て
東
大
で
仏
文
学を
や
ろ
う

か
と
も
思っ
た
が、
戦
後
世
界の
変
動に
関
心
が
向
か
い
始め、

特に
周
恩
来と
ネル
！
と
の
平
和
五
原
則
外
交
や
中
国
革
命の
成

功
に
鼓
吹
さ
れ
て
い
た
私
は、
東
京
外
語
大
志
望
に
強
く
傾い
て

い
た。願

書
を
書
く
と
き
に
中
国
科
か
イ
ン
ド
科か
迷い、
結
局
中
国

科に
決め
た
の
を
覚え
て
い
る。
松
本の
私の
周
辺で
は
「
嶺ちゃ

ん
は
中
共
に
か
ぶ
れ
た」
と
の
う
わ
さ
も
立つ
ほ
ど
当
時は
ま
だ

珍しい
進
路
選
択で
あっ
た。

入
試
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
最
高
点
だっ
た
ら
し
く、
「
な
ぜ
中

国
科に
行っ
て
し
まっ
た
の
か」
と
フ
ラ
ン
ス
科
主
任の
鈴
木
健

郎
教
授が
入
学
直
後に
呼
び
出し
て
く
だ
さっ
た。
入
試
に
面
接

が
あ
り、
志
望
理
由
を
問
わ
れ
た
の
で
「
外
語
大
に
は
串
田
孫一

先
生
がい
る
か
ら
で
す」
と
跨
踏（ちゅ
う
ちょ）
な
く
答え
た。

名
著
『
若
き
日
の
山』
は
当
時の
私のバ
イ
ブル
で
あっ
た。

（『日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年
九
月二
五
日）

九、

あ
こ
が
れ
の
山
岳
部
入
部

東
京
外
国
語
大
学の
中
国
語
専
攻は
当
時正
式に
は
第
六
部
第

一
類と
いっ
た。
通
称
も
中
国
語
学
科で
は
な
く
中
国
科が
正
し

い
の
だ
が、
そ
の
背
景に
は
語
学
中
心
か
中
国
研
究
も
含
む
の
か

と
い
う
外
国
語
大
学に
固
有の
問題
が
あっ
た
と
い
え
よ
う。

し
か
し、
当
時の
中
国
科は
暗
記
と
毎
時
間テ
ス
ト
に
よ
る
特

訓
方
式の
長
谷
川
寛
先
生
と、
日
本の
中
国
語
学
界の
代
表
的
存

在
で
後に
学
長に
な
ら
れ
た
鐘ケ
江
信
光
先
生
と
い
う
お
二
人の

助
教
授の
授
業
な
ど、
すべ
て
語
学
中
心
で
あ
り、
期
待し
て
い

た
よ
う
な
中
国
革
命
な
り
「
毛
沢
東
思
想」
に
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
まっ
た
く
な
かっ
た。

そ
こ
で
私は
卒
業
論
文
を、
わ
が
国
で
最
初に
「
地
域
研
究」

を
唱
導
さ
れ
た
お一
人の
河
部
利
夫
教
授の
世
界
史ゼ
ミ
で
書い
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た。
題
目
は
「
階
級の
論
理
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム」
で
あっ
た。

あこ
が
れ
の
串田
孫一
先
生
は
倫理
学
担当で、
山
岳
部
長だっ

た
の
で、
私
も
山
岳
部に
入
部
し
た。
食
堂
脇の
小
屋が
部
室
で、

串
田
先
生
も
よ
く
来
ら
れ
た
が、
『
若
き
日
の
山』
を
耽
読
（た

ん
ど
く）
し
た
こ
と
を
近
く
で
告
白
す
る
機
会
は、
在
学
中
は
つ

い
に
な
かっ
た。

当
時の
外
語
山
岳
部
は、
大
谷一
良
氏
（
版
画
家）
や
三
宅
修

氏
（
山
岳
写
真
家）
ら
の
上
級
生
が、
串
田
先
生
中
心の
山の
芸

術
誌
「ア
ル
プ」
に
か
か
わっ
た
り、
モ
ン
ゴ
ル
に
海
外
遠
征

し
た
り
と、
た
い
そ
う
盛ん
で
あっ
た
が、
や
が
て
私は
学
友
会

（
自
治
会〉
の
委
員
長に
選
ば
れ、
学
生
運
動
に
時
間
を
割
く
こ

と
に
なっ
た
た
め
も
あっ
て、
本
格
的
な
登
山
は、
新
入
生
の
夏

の
北ア
ル
プ
ス
奥
文
白
谷
をベ
l
ス
に
し
た
前
穂
北
尾
根
で
の
訓

練
が
主
な
もの
で
あっ
た。

一
年
生
で
砂
川
基
地
反
対
闘
争に
二
年
生
で
原
水
爆
禁
止
運
動

に
参加し
た
私は、
三
年生の
と
きの
勤
務評
定
反
対
闘
争の
リー

ダ
ー
で
あっ
た。
三
日
間の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
提
起
し
て
教
授
会
で

退
学
処
分
寸
前だっ
た
が、
当
時の
教
務
補
導
部
長が
英
語で
有

名な
小
川
芳
男
先
生
で、
私に
とっ
て
は
運
命
的な
出
会い
と
なっ

た。外
語
名
物の
語
劇と一
緒の
文
化
祭が
中
野
公
会
堂
で
催さ
れ、

私
がバ
イ
オ
リ
ン
を
独
奏
し
た
と
き
に
は、
「
勤
評
反
対」
と
や

じ
が
飛ん
だ。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
O
月二
日）

一

O、

安
保
闘
争
の
真
っ
た
だ
中
に

一
九
五
八
年の
勤
務
評
定
反
対
闘
争は、
警
職
法
反
対
闘
争と

連
動
し
て
高
揚
し
て
いっ
た。
な
か
で
も
和
歌
山
で
の
反
対
運
動

が
全
国
的な
決
戦
場に
な
り、
当
時、
東
大の
西
部
遜
君
（
現
在、

評
論
家）
ら
と
と
も
に
都
学
連の
執
行
委
員に
も
なっ
て
い
た
私

は、
全
学
連
オル
グ
と
し
て
和
歌
山へ
行
くこ
と
に
なっ
た。
そ

の
日
が
た
ま
た
まア
マ
チュ
ア
の
都
民
交
響
楽
団の
日
比
谷
公
会

堂
で
の
公
演
だっ
た
の
で、
演
奏
会
用の
黒い
ス
l
ツ
を
東
京
駅

で
着
替え
て
夜
行
列
車に
乗っ
た。

学
生
運
動の
高
揚
は、
翌
五
九
年
秋か
ら
日
米
安
保
条
約
改
定

反
対
運
動へ
と
発
展し
て
い
く。
そ
の
こ
ろ
の
全
学
連
は
東
大の

森
田
実
（
現
在、
政
治
評
論
家）
・
香
山
健一
（
後に
学
習
院
大

学
教
授）
両
氏
ら
の
主
導
下で、
既
成の
左
翼、
特に
日
本
共
産

党
と
対
立
す
る
ラ
ジ
カ
ル
な
政
治
姿
勢を
示
しつ
つ、
六
O
年
安

保
闘
争の
主
役に
なっ
て
いっ
た。

東
京
外
大で
は
委
員
長の
私が、
そ
の
語
学
力
で
全
学
連
国
際

部
長に
なっ
て
い
た一
級
上のロ
シ
ア
科の
志
水
速
雄
君
（
後に

東
外
大
教
授）
や一
級
下の
ド
イ
ツ
科の
沢
井
信
治
君
（
現
在、

映
画
監
督）
ら
と
「
社
学
同」
支
部
を
立
ち
上
げ
た
こ
ろ
か
ら、

安
保
闘
争の
渦
中
に
入っ
て
いっ
た。
六
O
年
四
月二
六
日、
国

会
周
辺
の
チ
ャ
ペ
ル
セ
ン
タ
ー
前
で
デ
モ
隊
が
警
官
隊
と
対
崎

（た
い
じ）
し
て
い
た
と
き、
明
大の
小
島
弘
君
（
現
在、
世
界

平
和
研
究
所
参
与）
が
「
今日、
志
水が
ぱ
く
ら
れ
る
の
で
よ
ろ

-154一



し
く」
と
私に
さ
さ
やい
た。
と
見
る
聞に
志
水
君
は
装
甲
車を

乗
り
越
え
て
轡
官
隊
と
衝
突、
公
務
執
行
妨
害で
逮
捕
さ
れ
た。

以
後、
「
安
保
反
対、
岸
を
倒せ
！」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に

連
日
国
会
周
辺
を
数
十
万の
デモ
が
取
り
巻
き、
宿
命
的
な
六
月

一
五
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る。
戦
後の
日
本
が
なん
と
な
く
大
き

な
岐
路に
立っ
て
い
た
と
感
じ
ら
れ
た
危
機
意
識が
大
衆
的に
噴

出し
た
の
で
あ
り、
具
体
的に
日
米安
保
条
約の
条
文
を
読ん
で、

日
本の
安
全
保障の
先
行き
を
危
慎（ぐ）
し
た
わ
けで
は
な
かっ

た。
そ
の
点
で
は、
あ
れ
ほ
ど
の
反
対に
も
か
か
わ
ら
ず
安
保
改

定を
や
り
遂
げ
た
岸
信
介
首
相
は、
見
事
で
あっ
た。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
O
月
九
日）

一
一
、

就
職
先
で
語
学
力
磨
く

安
保
闘
争へ
の
高
ま
り
の
中
で、
気
がつ
く
と
私は
大
学
卒
業

の
年に
なっ
て
い
た。
迷っ
た
末に、
秋の
あ
る
朝、
予
告
も
せ

ず
に
小
石
川の
小
椋
広
勝
先
生
の
お
宅
を
お
尋ね
し
た。
小
椋
氏

は
財
団
法
人、
世
界
経
済
研
究
所の
理
事
長
を
務め
る
経
済
学
者

で、
外
語
祭の
講
師に
お
招き
し
た
方だっ
た。
小
さ
な
お
宅
は

玄
関
ま
で
本
だ
ら
け
で、
是
非
世
界
経
済
研
究
所に
入
り
たい
と

お
願い
す
る
と、
「
生
活の
保
証
は
で
き
な
い
が、
そ
れ
で
も
よ

け
れ
ば。
た
だ
し
試
験
を
す
る」
と
の
こ
と
で
あっ
た。

当
時
私
が
住ん
で
い
た
新
大
塚の
アパ
ー
ト
に
近い
同
研
究
所

で、
英
語
と
フ
ラン
ス
語の
試
験
と、
岡
倉
古
志
郎
氏
（
国
際
政

治）、
陸
井
三
郎
氏
（ア
メ
リカ
研
究）
に
よ
る
面
接を
受
け
た。

翌
日、
岡
倉
先
生
か
ら
は
が
き
が
来て
採
用が
決まっ
た
が、
給

料
は
大
学
卒
初
任
給の
約五
分の一
の
三
千
円だっ
た。
中
国
研

究
は
姉
妹
機
関の
中
国
研
究
所が
や
る
と
の
こ
と
で、
欧
州
共
同

市
場を
中
心
に
英
語
や
フ
ラン
ス
語の
新
聞・
雑
誌
を
読ん
で
訳

す
こ
と
が
仕
事
だっ
た
が、
先
輩の
野
村
昭
夫
所
員
（
後
に
東

京
経
済
大
学
教
授）
か
ら
赤
字をいっ
ぱい
入
れ
て
懇
切に
直
さ

れ
た
こ
と
が、
私の
語
学
力を
どん
な
に
高め
て
く
れ
た
こ
と
か。

こ
う
し
て一
応
就
職
が
決ま
り、
教
職
免
許
も
ない
の
に
週一

日
は
杉
並
区の
高
千
穂
高
校で
英
語の
非
常
勤
講
師
も
す
る
こ
と

に
なっ
た
私
は、
和
歌
山の
勤
評
闘
争の
際
に
出
会っ
た
奈
良
女

子
大
理
学
部
三
回
生
で
当
時
は
自
治
会
副
委
員
長
だっ
た
女
性

（
小
林
洋
子）
が
東
京の
中
学
校
教
諭
に
決
まっ
た
こ
と
も
あっ

て、
岡
倉
先
生
ご
夫
妻に
仲
人
を
お
願い
し
て
学
士
会
館で
会
費

制の
結
婚
式
を
し
た。

一
九
六
0
年
代
初
頭、
中ソ
論
争が
大
問
題
に
な
る
につ
れ、

私は
中
国
も
分
析
す
る
よ
う
に
な
り、
『エ
コ
ノ
ミ
ス
ト』
な
ど

の
雑
誌
に
も
寄
稿
す
る
よ
う
に
なっ
た。
そ
ん
な
あ
る
日、
所
員

会
議の
席
上、
T
氏が
興
奮し
て
「
研
究
所に
アメ
リカ
帝
国
主

義の
手
先
が
い
る
！」
と
言い
出し
た。
私は
も
と
も
と
「トロ

ツ
キ
ス
ト
的
傾
向が
あ
る」
と
し
て
日
本
共
産
党に
入
党を
拒
否

さ
れ
て
い
た
の
で
直
接
関
係
な
かっ
た
が、
日
共
内
部の
修
正
主

義
者
狩
り
が
も
ろ
に
研
究
所を
襲っ
た
の
で
あ
る。

（『
日
本
経
済
新
聞
社』
二
O
O
四
年一
O
月
二ハ
日）
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一

二
、

清
水
先
生
と
の
出
会
い

世
界
経
済
研
究
所は、
四
半
期
毎の
『
世
界
経
済
年
報』
を
刊

行
し
た
り
し
て、
苦
し
い
経
営な
が
ら
も一
二
i
二ニ
人の
所
員

が
研
究
に
専
念
し
て
い
た。
そ
こ
に
「
現
代
修
正
主
義」
が
発
生

し
た
と
い
う
の
だ
が、
離
党
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
共
産
党
幹
部・

春
日
庄
次
郎
氏の
影
響を一
部
所
員が
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る。

所
員の
間で
も
先
輩
絡の
千
葉
秀
雄
氏
（
後に
芝
浦工
大
教
授）

は、
春
日
氏
と
は
戦
時
中の
検
挙
で
共
に
宮
城
刑
務
所に
い
た
時

か
ら
の
親
友
で、
千
葉
氏が
市
民
派の
主
婦な
ど
を
誘っ
て
組
織

し
た
「
ラッ
セ
ル
平
和
財
団
支
持
者
協
議
会」
の
勉
強
会
が
私の

アパ
ー
ト
で
行わ
れ
た
際
に
は、
春日
氏も
来ら
れ
た
こ
と
が
あっ

た。な
お、
私
の
記
憶
違
い
で
な
け
れ
ば、
「ベ
平
連」
つ
ま
り

「ベ
ト
ナム
に
平
和
を
！
市
民
連
合」
と
い
う
呼
称
は、
右
の
協

議
会の
提
案に
よ
る
も
の
で
あっ
た。

そ
の
こ
ろ
の
私の
活
動
と
し
て
は、
現
代
思
想
研
究
会の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
ない。
学
生
運
動
は
そ
の
後い
わ
ゆ
る
セ
ク
ト
化に

堕
し
て
行っ
た
が、
安
保
闘
争を
完
全
な
敗
北
と
と
ら
え
た
私た

ち
は、
「
今こ
そ
国
会へ」
（
『
世
界』
一
九
六
O
年
五
月
号）
の

文
章
と
と
も
に
六
O
年
安
保
闘
争の
知
的
リ
ー
ダ
ー
で
あっ
た
清

水
幾
太
郎
氏
（
学
習
院
大
学
教
授）
を
中
心
に、
周
年
秋、
現
代

思
想
研
究
会
を
結
成し
た。

翌
春に
は
月
刊
誌
『
現
代
思
想』
を
現
代
思
潮
社か
ら
刊
行
す

る
こ
と
と
な
り、
私
は
編
集
委
員に
なっ
た。
編
集
を
担
当し
た

こ
と
か
ら、
当
初
会に
参
加
し
た
評
論
家の
村
上一
郎
氏
や
会
外

の
論
客・
佐
藤
昇
氏、
山
田
宗
睦
氏ら
に
も
会
うこ
と
が
で
き
た。

多
くの
話
題
を
呼ん
だ
現
代
思
想
研
究
会で
は
あっ
た
が、
雑

誌
は
黒
字だっ
た
の
に
第
七
号で
終
刊
と
し
た。
そ
こ
に
は
「
再

出
発
に
あ
たっ
て
｜
わ
れ
わ
れ
の
視
点」
と
題
し
て
高
根
正
昭

（
後に
上
智
大
教
授）、
三
浦っ
と
む
（
哲
学
者）
の
諸
氏
ら
と
私

の
六
人
が
書い
て
い
る。

清
水
先
生
と
は、
国
会
前の
路
上
で
香
山
健一
氏か
ら
紹
介さ

れ
た
の
が
最
初で
あっ
た
が、
仲
間と
荻
窪の
お
宅に
伺っ
て
は

よ
く
議
論
を
し
た。
結
局
私
が
先
生の
最
晩
年
ま
で
親
し
く
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
だ
が、
第一
級の
知
識
人の
靭
（つ
よ）
さ
と

孤
独
を
間
近
に
見た
よ
う
な
気が
す
る。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
O
月二
三
日）
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一

三、

自
由
に
学
ん
だ
大
学
院
時
代

世
界
経
済
研
究
所
は一
九
六
三
年
か
ら
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
研

究
所に
変
わっ
た
が、
内
紛の
あ
お
り
も
あ
り、
私は
将
来
性

に
疑
問
と
不
安を
感
じ
て
い
た。
六
O
年
安
保を
闘っ
た
学
生
運

動の
仲
間は、
新
し
い
出
発を
期し
て
大
学
院に
入っ
た
り
米
国

へ
留
学
生
し
た
り
し
始め
て
い
た。

私は
国
際
関
係
論とい
う
学
際
的な
新しい
学
問
に
強い
関
心



が
あっ
た
の
で、
そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
友
人
と一
緒に
東
大

大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
課
程を
受
験
し
た。
受
験
者

の
専
攻
か
ら
隔たっ
た
地
域の
問
題
が
出
る
と
の
慣
例
で、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
現
代
史が
出
題
さ
れ、
中
国
語
も
現
代
文だ
け
で
な
く、

古い
文
章
も
出
た
が、
研
究
所に
い
た
か
い
も
あっ
て、
幸
運
に

も
合
格
し
た。
本
郷の
法
文
経
大
教
室
が
満
席に
な
る
ほ
ど
受
験

者が
多
かっ
た
の
に、
合
格
者は
定
員の
半
分の
六
人の
み
だっ

た。指
導
教
官
に
は
帝
国
主
義
論で
著
名
な
江
口
朴
郎
教
授
を
お
願

い
し
た
く
て
参
上
す
る
と、
私が
中
国
研
究
な
の
で
遼
巡
（しゅ

ん
じ
ゅ
ん）
さ
れ
て
い
た
が、
「
ま
あ、
い
い
で
しょ
う」
と
引

き
受
け
て
く
だ
さっ
た。

当
時、
国
際
関
係
論
課
程に
は、
気
鋭の
中
国
政
治
史
学
者・

衛
藤
渚
吉
助
教
授
が
お
ら
れ、
衛
藤
先
生
は
後に
「
中
嶋
君は
僕

の
授
業
を
拒
否
し
ま
し
て：：：」
と
よ
く
言
わ
れ
た
が、
ア
カ
デ

ミ
ズム
に
疎
かっ
た
私に
は、
江
口
先
生
し
か
念
頭に
な
く、
ま

た
衛
藤
先
生の
授
業が
土
曜
目
だっ
た
の
で、
週
末
は
私が
生
活

の
た
め
に
開い
て
い
た
「
霞
ケ
丘バ
イ
オ
リン
教室」
の
レ
ッ
ス

ン
日
に
当っ
て
い
た
か
ら
で
も
あっ
た。
な
お、
そ
の
時の
私の

生
徒の一
人
が、
異
色
の
社
会
学
者と
し
て
現
在
活
躍
中の
宮
台

真
司
君
で
あ
る。

国
際
関
係
論
課
程の
本
拠
は
駒
場だっ
た
が、
本
郷の
授
業で

は、
斉
藤
真
教
授の
ア
メ
リ
カ
外
交
史が
中
国
研
究の
上
で
も
大

変
有
益
で
あ
り、
京
極
純一
教
授に
はバ
ー
ナ
ー
ド・
ク
リッ
ク

の
難
しい
英
文
テ
キ
ス
ト
で
政
治
学の
真
髄
を
学ん
だ。
授
業の

た
び
に
小
室
直
樹
氏
（現
在、
評
論
家）
が
京
極
先
生
に
食い
つ

い
て
い
た。

駒
場
で
は、
兄
貴
分の
よ
う
な
国
際
関
係
史の
斉
藤
孝
講
師に

助
言
を
受
け、
そ
し
て
国
際
政
治
史の
江
口ゼ
ミ
の
自
由
な
学
問

的
雰
囲
気
か
ら
は、
実に
多
く
を
学ん
だ。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
O
月
三
O日）

一

回、

中
国
共
産
党
研
究
に
没
頭

東
大
大
学
院に
入
学
す
る
前
後か
ら、
織
（
し）
烈
化し
た
ソ

連
と
中
国の
イ
デ
オロ
ギ
ー
論
争が
中ソ
対
立へ
と
発
展し
て
い

き、
私
は
「エ
コ
ノ
ミ
ス
ト」
や
「
思
想」
に、
中ソ
論
争
や
現

代マ
ル
ク
ス
主
義
を
巡
る
論
文
を
書
き
始め
て
い
た。

そ
れ
ら
の
論
文に
注
目し
て
く
れ
た
青
木
書
店の
編
集
者が
企

画
を
通
し
て
く
れ、
現
代
中
国
を
分
析
す
る
著
書を
執
筆
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た。
大
学
院に
入っ
た
と
は
い
え、
自
分の
将
来

が
ど
う
な
る
の
か
も
定
か
で
ない
不
安の
中
で、
毎
晩
本
郷の
東

大
図
書
館に
残っ
て、
一
年
間
苦
闘
し
て
書き
下
ろ
し
た
六
五
O

枚の
原
稿が、
一
九
六
四
年一
一
月に
『
現
代
中
国
論
lイ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
政
冶の
内
的
考
察』
と
題
し
て
出
版
さ
れ
た。
満二

八
歳の
時
で
あっ
た。

そ
の
こ
ろ
ま
で
に
『
毛
沢
東
選
集』
な
ど
は
隅か
ら
隅
ま
で
読

ん
で
あっ
た
の
で、
神田
の
古
本
屋・
篠
村
書
店で
挨
（ほ
こ
り）
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ま
み
れ
に
なっ
て
い
た
戦
前の
ソ
連
共
産
党
の
哲
学
教
科
書
を
見

つ
け、
毛
沢
東の
「
実
践
論」
「
矛
盾
論」
の
種
本
で
あ
る
こ
と

を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き、
ま
た
私
自
身が
鼓
舞
さ
れ
た
革
命
中

国の
内
実
が、
人
民
公
社、
「
大
躍
進」
政
策
な
ど、
多
く
の
問

題
だ
ら
け
で
あ
る
こ
と
を
分
析し
た。

今
考
え
る
と、
グ
ラム
シ
や
ト
リ
アッ
ティ
ら
イ
タ
リ
ア・
マ

ル
ク
ス
主
義の
影
響
も
残っ
て
い
る
け
れ
ど、
「
毛
沢
東
思
想」

や
中
国
社
会
主
義
を
批
判
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
だっ
た
の
に、
若

き
日
の
私の
最
初の
著
作
と
い
うこ
と
も
あ
り、
多
くの
書
評で

好意
的に
取
り
上
げ
ら
れ
た。
半
面、
中
国
共
産
党べっ
た
りだっ

た
日
本
共
産
党
系の
メ
ディ
ア
か
ら
は
ひ
ど
く
攻
撃
さ
れ、
広
告

も
拒
否
さ
れ
た。
し
か
し
本
書
は
以
後、
増
補
版
も
含め
て
三
O

年
以
上
に
わ
た
り一
八
版
を
重
ね
て
い
る。

大
学
院の
修
士
論
文
は、
『
現
代
中
国
論』
の
第二
部
を
書
き

直
し
て、
「
転
換
期
中
国の
政
治
過
程」
と
題
し
締
め
切
り
時
間

寸
前に
提
出し
た
が、
無
事にパ
ス
し
て
博
士
課
程に
進
ん
だ。

大
学
院
仲
間で
も
合
評
会
が
あ
り、
全
員に
批
判
さ
れ
た
が、
遅

れ
て
来
ら
れ
た
指
導
教
官の
江
口
朴
郎
教
授
が
「
ま
あ、
諸
君
も

中
嶋
君の
よ
う
に
本
を
書
く
ん
で
す
な
あ」
と
最
後に
ぽ
つ
り

と
言
わ
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ない。

（『日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
一
月
六日）

一

五、
「
文
草
の
真
相」

を
雑
誌
に

一
九
六
六
年
八
月、
「
造
反
有
理」
を
叫
ん
で
北
京の
天
安
門

広
場
を
埋
め
尽
く
し
た
紅
衛
兵
の
出
現
に
世
界
は
驚
嘆
し
た。

「
プロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命」
が
開
幕し
た
の
で
あ
る。

文
化
大
革
命
を
「
人
間の
魂に
ふ
れ
る
革
命」
だ
と
た
た
え
る

風
潮が
強かっ
た
だ
けに、
私は
自
分の
目で
確か
め
て
み
た
かっ

た。た
ま
た
ま
孫
文
生
誕一
O
O
周
年
記
念
大
会
代
表
団の一
員
と

し
て
訪
中
す
る
機
会を
得た
の
だ
が、
当
時は
国
家
公
務
員の
共

産
圏
渡
航
が
禁
じ
ら
れ
て
い
て、
国
立
大
学
教
員
に
なっ
た
ば
か

り
の
私に
は、
文
部
省
か
らの
許
可が
下
り
な
かっ
た。
人
事
院

総
裁に
直
訴し
た
り
し
て
単
身
香
港
経
由
で
紅
紅
烈
烈
た
る
文
革

渦
中に
飛
び
込
ん
で
行
き、
一
一
月一
二
日
の
人
民
大
会
堂
で
の

記
念
大
会に
間に
合っ
た
の
で
あ
る。

大
会の
主
役は
周
思
来
総
理
で
あっ
た
が、
劉
少
奇
国
家
主
席

と
部
小
平
総
書
記の
姿が
見え
ない。
と
訪
（い
ぶ
か）
っ
て
い

る
と、
こ
の
二
人
が
舞
台の
右
手か
ら
遅
れ
て
登
壇
し
た
が、
フ

ラッ
シュ
の
放
列
も
拍
手
も
な
かっ
た。
そ
の
瞬
間に
私は
「こ

れ
が
文
化
大
革
命
だ」
と
実
感し
た。
周
恩
来は
『
毛
主
席
語
録』

を
か
ざ
し
て
「
毛
主
席
万
歳、
万々
歳
！」
を
絶
叫
し、
私が
抱

い
て
き
た
周
思
来
像は
眼
前で
崩れ
て
いっ
た。

こ
う
し
た
体
験
を
経て
上
海に
着
く
と、
外
灘
（ワ
イ
タ
ン）

の
平
和
飯
店の
壁
に
は
激しい
武
闘
を
伝
え
る
壁
新
聞が
出て
い
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た。
紅
衛
兵
糾
察
隊
に
追
わ
れ
な
が
ら
路
上
で
拾っ
た
ガ
リ
版
刷

り
の
小
字
報に
は
「
劉
少
奇が
第一
の
実
権
派で
あ
り、
第二
が

郵
小
平
で
あ
る」
と
書
か
れ
て
い
た。
文
化
大
革
命
を
権
力
闘
争

の
大
衆
運
動
化
と
見
る
私の
視
点
は、
こ
う
し
て
固
まっ
た
の
で

あ
る。次い

で
香
港に
滞
在
中、
党
内
で
孤
立
し
た
毛
沢
東
が
北
京
を

脱
出
し
て
江
青
夫
人
ら
と
上
海か
ら
文
革の
の
ろ
し
を
あ
げ
た
と

の
情
報
を
入
手し
た。
私
は
当
時、
読
売
新
聞
機
動
特
派
員
を
依

頼
さ
れ
て
い
た
の
で、
大
き
な
記
事
を
書い
た
の
だ
が、
内
容
が

あ
ま
り
に
も
衝
撃
的だ
と
し
て
印
刷
寸
前に
ス
トッ
プ
が
か
かっ

た。
そ
こ
で
『
中
央
公
論』
編
集
次
長の
粕
谷一
希
氏
が
「
毛
沢

東
北
京
脱
出の
真
相」
と
題
し
て
私の
論
文
を
掲
載し、
内
外に

多
くの
反
響を
呼ん
だ。
台
湾の
李
登
輝前
総統
もそ
の
読
者だっ

た
と
い
う。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
一
月一一一一
日）

＝
ハ、

学
園
紛
争
で
学
生
と
対
決

一
九
六
五
年
秋、
東
京
外
国
語
大
学の
伊
東
光
晴
先
生
（
経
済

学）
か
ら、
私
を
歴
史
学
（
世
界
史）
の
教
員に
採
用
す
る
話
が

進
ん
で
い
る
の
で、
中
国
科の
私の
恩
師・
鐘ケ
江
信
光
教
授に

会っ
て
ほ
しい
と
の
思い
が
け
な
い
電
話
を
頂い
た。
二
度と
こ

の
大
学の
門
は
く
ぐ
る
まい
と
思っ
て
卒
業
し
た
私
な
の
に、
こ

う
し
て
卒
業
七
年
目で
母
校に
迎
え
ら
れ
た。
学
生
時
代に
学
友

会
委
員
長と
し
て
の
私の
相
手
方だっ
た
小
川
芳
男
先
生
（
英
語

教
授
法）
が
学
長に
なっ
て
い
て、
異
例の
推
薦の
言
葉
を
教
授

会で
述べ
ら
れ
た
と
い
う。

教師と
し
て
の
私は、
自
分の
学生
体
験に
照ら
し、
ゼ
ミ
ナー

ル
活
動に
は
力
を
尽
く
し
た。
や
が
て
私が
担
当の
国
際
関
係
論

講
座
が
新
設
さ
れ
た
が、
『
歴
史
と
未
来』
と
題
す
る
中
嶋ゼ
ミ

の
雑
誌
は、
学
外の
識
者の
寄
稿
も
頂い
て
現
在
ま
で
に
通
巻
二

六
号を
数
え
て
い
る。
約
二
五
O
人のゼ
ミ
生
が
広
く
国
内
外の

第一
線で
活
躍し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
本
当に
う
れ
しい。

と
こ
ろ
で
私が
教
坦
に
立っ
て
間
も
な
く
起こっ
た
学
園
紛
争

の
嵐は、
東
京
外
大
を
も
直
撃し、
東
大、
東
京
教
育
大
と
並ぷ

「
最
重
症
三
大
学」
に
なっ
た。
外
大
は
中
野
区に
あっ
た
日
新

学
寮の
管
理
運
営
問題
が
全
共
闘
学
生
の
格
好の
攻
撃
材
料
と
な

り、
六
八
年一
二
月に
は
大
衆
団
交、
とい
う
よ
り
は
教
官の
吊

る
し
上
げ
が、
報
道
陣
を
閉め
出し
た
密
室の
講
堂
で
延々
三
日

間に
わ
たっ
て
行
わ
れ
た。

東
外
大
紛
争が
注
目
さ
れ
た
も
う
ひ
とつ
の
理
由は、
全
共
闘

を
支
持
す
るい
わ
ゆ
る
造
反
教
官が
多い
こ
と
だっ
た。
文
学の

安
東
次
男
教
授は
教
授
会に
よ
る
辞
職
勧
告
を
受
け
た
が、
ロ
シ

ア
文
学の
原
卓
也
助
教
授
（
後
に
学
長）、
仏
文
学の
岩
崎
力
助

教
授
ら
の
こ
と
がマ
ス
コ
ミ
で
よ
く
報
じ
ら
れ
た。

一
方、
ま
だ
講
師だ
と
い
うの
に
教
授
会
代
表
委
員に
選
ば
れ

た
私
は、
紛
争の
渦
中に
立っ
て
学
生
側
と
対
決し、
坂
田
道
太

文
相
と
の
交
渉に
も
臨ん
で
東
大、
東
教
大
が
中
止し
た
入
試
を
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断
行し
た。
半
年
近いバ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖が
機
動
隊に
よっ
て
解

除
さ
れ
た
と
き、
私の
研
究
室
は
水
や
油
や
火で
徹
底
的に
荒・り

さ
れ
て
い
た
が、
学
園
紛
争
と
そ
の
人
間
模
様
は、
一
つ
の
忘
れ

が
た
い
道
程
で
あっ
た。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
一
月二
O
日）

一

七、

初
の
訪
米、

文
化
に
圧
倒

若き
日
に
そ
の
渦
中で
体
験し
た
文
化
大
革
命
と
学
園
紛
争は、

私
自
身の
思
想
的
な
転
換
を
大
き
く
促し
て
く
れ
た。
加
え
て一

九
六
七
年
春の
初の
米
国
旅
行が
あ
る。
激
動の
中
国
か
ら
帰
国

後、
国
際
文
化
会
館の
松
本
重
治
先
生
か
ら、
日
米
知
識
人
会
議

が
ウ
ィ
リ
アム
ズパ
l
グ
で
あ
る
の
で
文
化
大
革
命
につ
い
て
報

告
す
る
よ
う
に
と
の
お
電
話を
頂い
た。
旅
費は
ファ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
分だ
か
ら
そ
れ
で
妻
も
同
伴し
て
は
と
の
こ
と。

日
本
側
は
笠
信
太
郎、
桑
原
武
夫、
貝
塚
茂
樹、
加
藤
周一、

坂
本
義
和の
各
氏
ら、
米
側
は
E・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー、
D・
リ
ー

ス
マ
ン、
ダニ
エ
ル・
ベ
ル、
s・
ホ
フマ
ン、
R・
ス
カ
ラピ
l

ノ
の
各
氏
ら
そ
う
そ
う
た
る
顔ぶ
れ
で、
最
年
少の
私た
ち
は
新

婚
旅
行の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
た。

ベ
ト
ナム
戦
争と
文
化
大
革
命
が
テ
l
マ
の
こ
の
会
議
以
来、

『
平
和の
代
償』
の
永
井
陽
之
助
教
授
（
東
京
工
大）
の
知
過
を

得
る
こ
と
と
なっ
た
が、
会
議
後に
米
国
各
地を
訪
れ
て
見
た
ア

メ
リカ
文
化に
圧
倒
さ
れ
た。

学
園
紛
争
収
拾
後に
私は
外
務
省
特
別
研
究
員
と
し
て
香
港に

留
学し
た。
一
九
七
O
年に
は
モ
ス
ク
ワ
の
国
際
歴
史
学
会で
初

め
て
英
語
で
報
告。
「
中
国の
トロ
ッ
キ
ー」
彰
述
之
夫
妻をバ

リの
亡
命
先に
訪ね、
実
娘の
程
映
湘さん
と
その
夫クロ
ー
ド・

カ
ダ
l
ル
氏
（
と
も
に
中
国
学
者）
と
は
生
涯の
友に
なっ
た。

そ
の
こ
ろ
に
は
私はマ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
は
遠い
地
点に
立っ
て

い
て、
創
刊
間
も
な
い
雑
誌
『
諸
君』
に
連
載し
た
「
私の
香

港
通
信」
で
は、
七
O
年
三
月の
時
点で
米
中
接
近
を
予
測
す
る

こ
と
も
で
き
た。
亡
父
が
抱
え
た
負
債
も
香
港
か
ら
送
金
し
て
完

済
し、
二
男二
女の
子ど
も
に
も
恵
ま
れ
た。

つ
い
先
ご
ろ、
私
が
部
会
長を
務め
る
中
央
教
育
審
議
会
大
学

院
部
会
で、
経
済
学
者の
青
木
昌
彦
氏
（ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

名
誉
教
授）
か
ら
米
国の
高
等
教
育に
関
す
る
優
れ
た
報
告
を
受

け
た。
私
の
隣
席の
彼
は、
六
O
年
安
保の
時
期に、
現
代
革
命

運
動の
理
論
家
と
し
て
楓
爽
（さっ
そ
う）
と
登
場し
た
紅
顔の

東
大
生・
姫
岡
玲
司
（
筆
名）
君に
ほ
か
な
ら
ない。
あ
れ
か
ら

も
う
半
世
紀
に
近い
歳
月が
流
れ
て
い
る。

（『
日
本
経
済
新
聞』
二
O
O
四
年一
一
月二
七
日）
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本
稿
は、
『
日
本
経
済
新
聞』
紙
上
に、
二
O
O
四
年
八
月
七

日
i二
O
O
四
年一
一
月二
七
日
に
わ
たっ
て
掲
載
さ
れ
た。
な

お、
転
載に
あ
た
り、
一
部の
表
記
を
改
め
た。
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j後j
H記

女
予
定よ
り
や
や
遅
れ
ま
し
た
が、
中
嶋ゼ
ミ
の
会の

ゼ
ミ
誌
『
舷
史と
未来」
第二
七
号が
完
成
し、
会
員

の
皆
様に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す。
中
嶋
徹
雄
先
生
退
官
記
念
号と
銘
打っ
た
第
二

六
号の
刊
行
か
ら
四
年
近
く。
少し
ば
か
り
長い
こ
の

間
隔は、
先
生の
ご
研
究・
教
育の
場が
東
京か
ら
秋

田
に
移
る
な
ど、
ゼ
ミ
の
会を
取
り
巻
く
環
境に
も
大

き
な
変
化が
あっ
たこ
と
を
思え
ば、
や
む
を
得な
かっ

た
こ
と
と
考
え
ま
す。

し
か
し、
中
嶋
先
生
も
交
え
て
二
O
O
五
年
初
夏に

今
号の
発
行
をゼ
ミ
の
会
幹
事会で
決
定
し
て
以
降は、

特
集
「
民
主
主
義のコ
ス
ト」
へ
の
寄
稿
を
お
願い
し

た
会
員
諸
氏
か
ら
力
作が
続々
と
編
集
委
員
会の
元
に

届
き、
『
歴
史
と
未
来』
発
行
継
続へ
の
熱
い
思
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。
特
集に
限
ら
ず、
執
筆

依
頼を
快
諸
し
て
くだ
さ
り、
多
忙
な
中、
玉
稿
を
寄

せ
て
頂い
た
ゼ
ミ
の
会
会
員の
皆
様に
も
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す。

編
集
作
業の
過
程
で
は、
会
員か
ら
の
激
励の
言
葉

と
と
も
に、
か
つ
て
は
ゼ
ミ
の
会
幹
事
会の
運
営
や

『
臆
史
と
未
来』
編
集
の
中
核
を
担っ
た
学
生
が
不
在

と
い
う
新
た
な
環
境
変
化
を
受
け
て、
「
今
後の
ゼ
ミ

の
会の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進め
て
い
く
か
議
論
も
必

要
で
は
な
い
か」
と
いっ
た
貴
重
な
意
見
も
伺い
ま
し

た。
前
号の
編
集
長
を
務め
ら
れ
た
勝
又
美
智
雄
先
輩

（
現・
国
際
教
養
大
教
授）
が
そ
の
編
集
後
記
で
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に、
「
ひ
と
つ
の
時
代
を
終
え
て、
次

に
ど
ん
な
時
代
を
つ
くっ
て
い
く
か」、
中
嶋ゼ
ミ
に

集っ
た
筆
者、
読
者の
皆
さ
ん
と
共に
考
え
て
い
き
た

い
もの
で
す。

（
伊
藤）

－R
『
歴
史と
未
来』
第
二
七
号の
編
集メ
ンバ
ー
の一

人
と
し
て
ひ
と
こ
と。
皇
居
の
緑
を
望
む
東
京
曾
舘

（
東
京・
丸の
内）
の
会
員
制
「ユ
ニ
オ
ン・
ク
ラ
ブ」

の一
室
で、
中
嶋
学
長を
囲
ん
で
ゼ
ミ
仲
間が
『
歴
史

と
未
来』
刊
行に
向
け
た
構
想
を
練
り
上
げ
た
の
が一

年
半
あ
ま
り
前。
基
本
テ
l
マ
は
「
民
主
主
義のコ
ス

ト」
と
い
う
中
嶋
学
長の
提
案は、
参
加
者
全
員に
す

ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
た。
次
な
る
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
活
掘
す
る
O
Bへ
の
原
稿
依
頼の
割
り
振
り

な
ど。
そ
れ
か
ら一
年
あ
ま
りの
後、
伊
藤
努・
編
集

長（
時
事
通
信）
と
秋田
か
ら
駆けつ
け
た
山
崎
直
也・

副編
集
長（
国
際
教
養大）
と
小生の
三
人が、

東京・

東
銀
座
に
あ
る
時
事
通
信
本
社ピ
ル
に
集
ま
り、
原
稿

の
直し・
点
検の
た
め
の
編
集
会
議を一
回
開
催し
た。

あ
と
は
Eメ
l
ル
の
交
換だ
け
で
編
集
作
業は
粛々
と

進め
ら
れ
た。

I
T
時
代の
雑
誌
作
りは、u一削
桝
紀の
そ
れ
と
比べ、

格
段に
進
化
し
た。
秋
田
に
い
よ
う
が
カ
イロ、
香
港

だ
ろ
う
が、
ほ
と
ん
ど
地
理
的
な
迫
隔
性に
関
係が
な

い。
世
界は
グロ
ーバ
ル
化
し、
各
国
で
は
ナショ
ナ

リズ
ム
が
台
頭し
て
い
る。
中
嶋
学
長と
ゼ
ミ
O
B
が

世に
送
り
出
す
『
歴
史と
未
来』
第二
七
号に
そ
ん
な

一
二
世
紀の
縮
図を
見
出
すこ
と
が
で
き
る
は
ず。
伝

統
あ
る
中
嶋ゼ
ミ
の
志
が
次
号に
も
受け
継が
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
た
い。

（
漬
本）

-161 -

－R
前
号に
引
き
続
き
編
集に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た。
若
干
遅
くな
り
ま
し
た
が、
無
事
刊
行に
こ
ぎ

つ
け
て
安
心
し
て
お
り
ま
す。

原
稿
を
お
寄せ
い
た
だ
い
た
執
筆
者の
皆
様、
広
告

をご
出
稿
くだ
さっ
た
ビ
ジ
ネ
ス
社、
扶
桑
社、
文
襲

春
秋
社
（
五
O
音
順）
の
担
当
者の
皆
棟、
田
端
印
刷

の
佐
藤
麻
衣
子
様に、
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す。

（
山
崎）
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